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繍騨翫

　　　Abstract

Hepatopancreatectomy（HPx），　one　of　the　most　stressfu1　surgery，　is

occasionally　an　only　way　to　a　curative　resection　for　widely　spreading

biliary　cancer．　Little　has　been　known　about　the　pathophysiology　after

HPx．　This　study　was　undertaken　to　investigate　the　limits　of

resection，　and　the　morphological　and　biochemical　findings　among　HPxs

in　comparison　with　their　extents，　with　establishing　the　reasonable

models　of　HPxs　in　rats．　Male　Wistar　rats　received　6　kinds　of

HPxs　in　combination　with　3　degrees　of　hepatectomies　（70％，　80

％　and　90　％）　and　2　degrees　of　pancreatectomies　（6　O％　and　90　90），

　and　hepatectomy　（Hx）　or　pancreatectomy　（Px）　alone　as　control．

The　animals　were　observed　with　checks　on　mortality，　body　weight，

　and　blood　sugar　level．　On　day　28，　they　were　sacrificed　in　order

to　obtain　the　liver　and　pancreas　tissue，　and　systemic　blood．

According　to　direct　survival　rate　on　day　28，　six　kinds　of　HPxs　were

classified　into　four　as　follows：　safe　HPx　（7090　Hx　＋　60％　Px；　its

survival　rate　was　100％　and　70％　Hx　＋　90％　Px；　88．　2％），

critical　one　（8090　Hx　＋60％　Px；52．　9％），　fatal　one　（80％　Hx　＋

90　％　Px；　31．　3％　and　90　9e　Hx　＋　60　90　Px；　25．　0　％），　and　poor

one　（90％　Hx　＋　90％　Px；　0％）．　ln　the　rats　receiving　HPxs，
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forty－six　out　of　49　death　cases　（9　5．　8　9e）　occurred　in　the　first　three

postoperative　days．　ln　survivors　receiving　the　critical　and　fatal　HPxs，

　morphological　and　biochemical　values　were　within　permissible　range

compared　with　those　of　70　90　Hx　or　60　9e　Px．　ln　conclusion，　70％

Hx　＋　90　90　Px　was　considered　as　a　safe　limit　of　HPx，　and　80　90　HX

＋　60％　Px　as　a　borderline　HPx；　sufficient　recovery　after　operation

would　be　expected　if　survivors　are　obtained　even　after　critical　and　fatal

HPxs；　vitally　physiological　changes　would　take　place　in　the　early

postoperative　period．

Key　words：　Hepatopancreatectomy，

extent，　Safe　limit

Experimental　model， Surgical
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緒言

　胆道癌の外科治療成績向上には癌細胞の遺

残のない切除が不可欠である1－3）．進行胆道

癌の根治的切除には，　胆道に接する門脈，　肝

動脈あるいは肝臓，　膵臓の合併切除を必要と

することが少なくない．　このような観点から

肝臓と膵臓を病変とともに一期的に切除する

肝膵同時切除術が施行されるようになった4－

7） D　しかしこの手術は超拡大手術に属するた

め，　手術の根幹に関わる安全性の点で一定の

評価を得るに至っていない8rm　11）．

　肝膵同時切除術は種々の切除胃の肝切除と

膵切除の組み合わせから成立している．ラッ

トを用いた肝膵同時切除の研究には70％肝

膵：切除12－13）など用いられている切除率が異

なっている．　須崎14）は雑種成犬を用いて種

々の肝膵同時切除術を行い切除限界を報告し

たが，　ラットの肝膵同時切除モデルでは同様



の検討がなかった．　ラットのモデルはそれぞ

れの切除率の設定根拠が不明で，　生体への侵

襲の程度も評価されていないのが現状である．

　また，　近年の動物実験は可能な限り小動物

を用いることが求められている，　その点実験

用ラッ　トは雑種成犬に比べて種，　性，　週齢お

よび大きさなどを均一にでき，　再現性に優れ

たモデルが量産できる．

　そこで著者は種々の肝切除率と膵切除率を

組み合わせたラット肝膵同時切除モデルを確

立し，　術後成績，　とくに切除限界を詳細に検

討した．

対象と方法

1．　実験：動物　体重200～230gで生後7週齢

の雄性wistarラット（日本クレア）を用いた．

ラットは6週齢で入舎し，　気温20～22℃，　12

時間毎の明暗サイクル下に約1週間管理され

た後，　エーテル麻酔下に処置を受けた．　動物

［
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の取り扱いは北海道大学医学部動物実験のガ

イ　ドラインに則った．

2．　肝切除と膵切除の設定

　肝切除は70％，　80％と90％の切除率となる

ように計画した．　すなわち，　Higgins＆Anderson

の方法による肝左外側葉＋中葉の切除15）を

もとに，　右外側上葉切除を加え，　さらにGaub

ら16），　Emondら17）と同様に右外側下葉切除

を加えた肝切除術の3種の肝切除術を設定し

た．

　膵切除は60％，　90％の切除率となるよう計

画した．　すなわち，　Richardsらの方法18）に準

じて，　胃区域＋脾区域切除術とそれに十二指

腸区域を加えた切除術の2種の膵切除術を設

定した（Fig．1）．　設定した3種の肝切除と2種

の膵切除について，　ラット24匹を用いて湿重

量比からそれぞれの実際の切除率を算出した．

3．　肝膵同時切除モデルの作成

　3種の肝切除と2種の膵切除術を組み合わせ

ると6種の肝膵同時切除術が成立する．　肝膵



同時切除を行う場合，　予備実験にて肝切除を

先行すると門脈圧が上昇し，　膵切除時に出血

が増加したので，　膵切除を肝切除に先行させ

るのが望ましいことが判明した．　しかし，　肝

左外側葉＋中葉切除は大開腹後よりも上腹

部小開腹にて行う方法15）が容易であった．

したがって，　肝左外側葉＋中葉切除のみす

べてに先行して小開腹で行い，　次に大きく開

腹して必要に応じた切除術を施行した．　ラッ

トは術後3日目まで20％グルコース水を自由

に摂取させ，　その後は標準固形飼料　（MF，

オリエンタル酵母）と飲料水を自由に摂取で

きるようにした．

4．　各モデルの手術成績

　各肝膵同時切除術と肝または膵の単独切除

術の計11種の切除術を施行し，　6時間後の生

存をもって手術成功例とし，　各モデルにつき

16匹以上を作成して実験：に用いた．　そして，

各モデルの母数とその作成に要したラットの

数から手術成功率を求めた．　麻酔時間と出血

7



量はそれぞれ無作為に選んだ12匹を用いて

算出した．

5．　術後成績の検討

　ラットの生死，体重，血糖値を観察し，術

後28日に腹部大動脈血と肝ならびに膵を採取

した．　生存率は各時点での生存例数を手術成

功例数で除した直接法で算出し，　体重は手術

直後の体重を1とした比率で表した．　また，

血糖値はグルテストE（三和化学）を用いて

電極法で測定した．

　採取した血液は血漿を分離してグルカゴン

の測定に，　残りの血液からから血清を分離し

てインスリン、　GPTと総ビリルビンの測定に

供した．測定方法は，　グルカゴンとインスリ

ンはそれぞれグルカゴンキット「第一」　（第

一RI），　Rat一インスリンキット（INCSTAR）

を用いたRIA二抗体法により測定した．　GPT，

総ビリルビンは酵素法によった．　摘出した

肝ならびに膵はそれぞれ湿重量を計量し，

Childの方法19）で重量再生率を算出した後，

8



Hematoxylin－Eosin染色にて光学的鏡検に供した．

6．　統計学的検定

　数値は平均値±標準誤差で表し，　数値の検

定にはANOVAを用いて危険率5％未満を有意

差ありとした．　Post　hoc検定方法は目的に応じ

て，　70％肝単独切除または60％ないし90％膵

単独切除を対照としたDunnett法，　また肝膵同

時切除モデル問の多重比較にはScheffe法を用

いた．　確率の検定にはFischer’s　exact　probability　test

を用いた．

結果

1．　各肝切除と膵切除の切除率

　平均切除率は予定した切除率とほぼ一致し，

標準偏差が小さい一定した切除が出来ること

が明らかになった．　また各切除の最低と最高

切除率は互いに交差せず，　それぞれの設定し

た切除術が独立して成立した（Table　1）．



2．　手術成功率，　出血量と麻酔時間

　術後6時間未満の死亡例と，　術中大量出血

や麻酔死などの手技的問題がある症例を除外

した手術成功率は，　90％肝切除を併施した2

種の部民同時切除モデルで低かった．　術中出

血量は各モデル間で異なったが，　最大のモデ

ルでも平均0．62gと少なかった．　麻酔時間は

90％膵切除を伴う肝膵同時切除モデルで長か

った（Table　2）．

3．　遠隔成績

　80％肝切除＋60％膵切除の28日生存率が53

％であった．　その他はこれより良好なモデル，

不良なモデル，　そして術後3日目までに全例

死亡する90％肝切除＋90％膵切除の4つに分

かれた．　70％肝切除＋90％膵切除と80％肝切

除＋60％膵切除との生存率の間には有意差が

あった．　肝切除率が高くなるほど生存率が低

下したが，　膵切除率に関する限り90％であっ

ても肝切除率が低いモデルでは生存率が良く，

生存率には肝切除率がより影響している傾向

10
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があったド　死亡例は69例であったが，　そのう

ち62例（89．9％）が術後3日までに集中しており，

術後3日以降の死亡率との間に有意差があっ

た（p＜0．01）（Table　3）．

4．　体重の推移

　標準的肝切除モデルとしての70％肝単独切

除と比較するとすべての肝膵同時切除モデル

の体重は有意に低く推移した．　しかし，　60％

膵単独切除と比較すると70％肝切除＋90％膵

切除の体重のみが有意に低かった．　三三同時

切除モデル間の多群比較では70％肝切除＋90

％膵切除が70％肝切除＋60％膵切除に比べ有

意に体重が低かった．　術後28日目の平均体重

では，　70％肝切除＋90％膵切除および80％肝

切除＋90％膵切除の90％膵切除併施モデルの

体重が，　28日生存率のもっとも不良な90％肝

切除＋60％膵切除と比較しても低値であった

（Fig．　2）．

5．　血糖値の推移

　90％膵切除を併施した2種の肝膵同時切除
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の血糖値の推移は正常範囲を推移した70％肝

単独切除に比較して有意に高かったが，　糖尿

病を誘発する90％膵単独切除に比較すると有

意に低かった．　その他の肝膵同時切除モデル

すなわち60％膵切除併施モデルの血糖値はも

っとも生存率が不良であった90％肝切除＋60

％膵切除も含めて70％肝単独切除と差がなか

った（Fig．3）．

6．　肝ならびに膵の重量再生率

　肝の湿重量再生率は，　70％肝単独切除が膵

切除併施に比して有意に高く，　また80％肝単

独切除が90％膵切除併施より有意に高く，　膵

切除の併施により肝再生が抑制された．　膵の

湿重量再生率は，　すべてのモデルで低かった

が，　膵単独切除に比して肝切除併施の方が有

意差はないものの高くなる傾向を認めた

（Table　4）．

7．　術後28日の肝ならびに膵の組織学的所見

　肝和同時切除の肝組織は切除率が高いモデ

ルでも空胞化などの変性ならびに構造上の異

蓋2



常所見を認めなかった．　膵組織についても切

除率が高いモデルでも，腺房細胞の脱落，壊

死ならびに線維化はほとんどみられず，　ラ氏

島の線維化や変形も軽度であった．　また肝組

織，　膵組織ともにうっ血あるいは浮腫の所見

がなく，　前述の重量再生率に水分の因子は少

ないと考えられた（Fig．4）．

8．　術後28日置生化学的所見

　血清インスリン濃度は各モデル間に有意差

を認めなかった．　血漿グルカゴン濃度は肝膵

同時切除モデルが70％肝単独切除に比べて低

値であったが，　70％肝切除＋60％膵i切除，　70

％肝切除＋90％膵切除ならびに80％肝切除＋

90％膵切除では60％膵単独切除に比して有意

に高値であった．　GPTは1001U／Lを越える異

常値を呈するモデルはなかったが，　70％肝単

独切除と比較すると90％膵切除併施肝膵同時

切除モデルで有意に高値であった．　血清総ビ

リルビン値はすべて正常値であった（Fig．5）．

13
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考察

　本研究で6種類の調帯同時切除モデルが作

成されたが，　手術成功率からみると，　肝切除

率が70％と80％で膵切除胃が60％と90％から

なる4種が実験モデルとして成立すると考え

られた．　次に28日生存率の結果から，　切除限

界は70％肝切除一＋90％膵切除であり，　限界を

越えるが約50％の生存率が得られる危険域は

80％肝切除＋60％膵i切除であった．　雑種成犬

を用いた肝膵同時切除での切除限界は70％肝

切除の場合に74～92％膵切除，　40％肝切除の

場合に92％以上膵切除14）と報告されている．

しかし，　その検討では肝切除が70％を越える

肝膵同時切除モデルがなく，　92％以上の膵切

除を併施した肝膵同時切除モデルとの比較か

ら切除限界が導かれている．　生死には膵切除

率より肝切除率がより大きく影響している傾

向が本研究で認められたので，　70％を越える

肝切除を併施した肝膵同時切除モデルを含む

1　，g



詳細な検討から切除限界が明らかになったこ

とには極めて大きな意義があると考えられた．

　術後28日生存したラットの検査成績をみる

と，限界を越える切除モデルにおいても，膵

内分泌ホルモンの血中濃度は60％膵単独と比

較して低くなく，　総ビリルビン値は正常で，

GPTに10　O　IUA未満の軽度高値があるのみであ

った．　さらに血糖値は90％膵単独切除のよう

な異常高値を認めず，　体重の増加ならびに肝

再生は切除率が高くなるほど不良だったが許

容範囲内であった．　また膵再生率は低値であ

ったが，　肝切除を加え’るほど再生率が高くな

る傾向を認めた．　したがって，　切除率の高い

肝膵同時切除術においても，　術後早期の死亡

例の多い時期を乗り越えることができれば，

術後28日までは単独切除術に比べて遜色のな

い形態的および機能的回復力のあることが示

唆された．

　術後死亡例が術後3日以内に集中したこと

は，　臨床の肝膵同時切除術の周術期管理に反

15



映させるうえで重要な所見である．　しかし，

雑種成犬の成績では死亡例が術後早期に集中

する傾向を認めていない14）．その理由は，

本研究では肝切除率が高いモデルの術後6時

間生存例を実験対象としたが，　雑種成犬での

研究では膵切除率が高いモデルの術後1週間

生存例が対象であったという違いによると思

われる．　すなわち，　膵の大量切除は糖尿病を

誘発し二次的に生命予後を不良にすると考え

られ20－23），膵亜全摘を伴う肝膵同時切除モ

デルでは徐々に死亡例が発生すると考えられ

る．　したがって，　大量肝切除と60％膵切除の

肝胆同時切除の場合には術後早期死亡が特徴

であると考えられた．

　手術モデルにおける臓器切除量は一定であ

る必要があが，　同じ術式とされていても実際

の切除量や手術成功率に差が生じ問題となる

ことがあった．　90％肝切除を意図してもGaub

ら16）とzieveら24）では実際の切除率が異な

っており，　さらに90％膵切除ではWoodら25）
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はRichardsら一18）の方法では出血が多く困難と

報告した．　著者は肝切除をHiggins＆Anderson　15），

Gaubら16），　Emondら17）の方法に，　膵切除を

Richardsら18）の方法に準じて施行し，　研究に

先立ち検討したところ，　予定の切除率に近似

しかつ均一な切除を行うことができた．　した

がって，　本研究のモデルの再現性に問題はな

いと思われた．　また，　手術モデルにおける比

較検討には出血量，　手術時間，　麻酔時間など

の背景因子が均一であることが求められる．

本研究にお．いて，　術中出血量は絶対量が少な

く背景因子として除外できると考えられたが，

麻酔時間は切除量が増すにつれて長くなった．

エーテル麻酔には気道分泌や交感神経系を刺

激するので，　今後は一定量の投与による静脈

麻酔などを考慮する必要があると思われた．

　従来より，　肝単独切除後の肝再生時に平内

分泌細胞が形態的ならびに機能的に増大する

こと13）t26－29），膵単独切除後に膵再生が生

じること30m34）など肝，　膵の単独切除後の病

17
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態に関する研究は数多い．　また，　元功相関の

観点から肝再生における膵ホルモンの役割を

解明する目的で，　膵に障害を与えて肝切除を

行った研究35m36），あるいは肝膵を同時に切

除した研究22’23）’37－39）の報告がある．　し

かし，　肝膵同時切除術に関する手術の限界と

術後の病態生理の観点からの研究は近年まで

なかった．　進行胆道癌に対して行われるよう

になった肝膵同時切除術の手術成績の検討6－

7）’9） �w景として，　手術直接死亡の回避な

らびに肝不全，　縫合不全などの術後合併症対

策を目的とした臨床的検討が報告され10）’40

－41） Cこれと前後して雑種成犬を用いた実験

的検討14’29）’42’44）が始まった．

　一方，　ラットは雑種成犬に比して種の均一

性とそれに基づく結果の再現性に優れ，　モデ

ルが量産できることなどから，　ラットを用い

た研究で成果をあげることが望まれるが，　ラ

ットを用いた肝脳同時切除術に関する実験に

ついてはいまだ少ない．　Tenmokuら12）は70％

18
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肝切除＋60％膵切除ラットモデルを用いて，

膵の術後の内外分泌機能が膵単独切除で低下

するが，　肝膵同時切除では膵単独切除より充

進ずると報告し，　蔵下13）は70％肝切除＋90％

膵切除ラットモデルを用いて肝単独切除に比

べて肝膵同時切除の膵内分泌機能が低下し肝

再生が遅延すると報告した．　これらは術後7

日までの手術後の病態とその変化を解明した

研究である．

　本研究では，　血糖値は90％膵単独切除より

肝切除併施の方が良好にコントロールされて

おり，　肝再生率は70％肝切除が行われたモデ

ル間において肝単独切除より膵切除併施モデ

ルで有意に低かった．　また膵再生率は膵単独

切除より肝切除併施モデルで高い傾向があっ

た．　したがって，　前述の術後早期の病態と同

様の傾向が術後28日まで持続していると思わ

れた．

　国際同時切除後の病態とともに手術成績の

向上に直結した研究もまた急務である．　それ

19
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に対して本研究にて初めて作成された80％肝

切除＋60％膵切除モデルは役立つ可能性があ

る．　すなわち，　このモデルの28日生存率が約

50％であることを利用して，　種々の条件付け

による術後管理の手術成績に及ぼす影響が検

討可能である．　また，　臨床における肝膵同時

切除術を構成する標準的膵頭十二指腸切除の

膵切除率は40一一50％45）であり，　大量膵切除

による膵機能障害よりも肝不全などの肝機能

障害が問題となっている46）ので，　著者の80

％肝切除＋60％膵切除モデルはこの病態解明

に有用と思われた．

　近年は肝再生に影響を与える因子として，

Hepatocyte　growth　factor（HGF）47）などのサイトカイン

48） ｪ注目され，　手術侵襲の指標とされるイ

ンターロイキンー1はHGF　mRNAを誘導すると

考えられている49）．　このように肝膵同時切

除の手術侵襲と形態的，　機能的な肝再生なら

びに膵再生とを関連づけて検討できる条件が

整ってきた．　本研究で基本的特徴が明らかに

20



された七二同時切除モデルを用いてそれらの

新しい知見に着目した研究が行われることに

より，　肝膵同時切除術の手術成績向上に寄与

する成果が生まれることが期待できる．

　　　　結論

　種々の肝切除率と膵切除率を組み合わせた

ラット肝膵同時切除モデルを作成して，　遠隔

成績ならびに切除限界を検討し，　以下の結論

を得た．

1．　70％および80％肝切除と60％および90％

　　膵切除の組み合わせによる4種の平野同

　　時切除ラットがモデルとして成立すると

　　考えられた．

2．　切除限界は70％肝切除＋90％膵切除であ

　　つた．　また，　術後生存成績には膵切除率

　　より肝切除率が影響すると考えらた．

3．　術後早期に死亡例が集中し，　この時期を

　　乗り越えると限界を越える肝膵同時切除

　　術においても肝，　膵が形態的，　機能的に

21



　回復することが示唆された．

4．　80％肝切除＋60％膵切除は切除限界

　　を越えるが約50％の28日生存率を得ら

　れるので，　肝胆同時切除術の安全性を検

　平するうえで有用なモデルになると考え

　　られた．
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抄録の邦訳

肝膵同時切除術（HPx）は広範囲に進展し

た胆道癌に対して唯一の根治的切除の方法と

なることがある．　もっとも侵襲の大きい手術

の一つである本手術の術後の病態については

ほとんど知られていない．　本研究はラットを

用いてHPxの有効な実験モデルを確立して，

それぞれの手術の程度と比較しながらHPx

のなかでの切除の限界，　形態的，　生化学的所

見を調べるために行われた．　雄性ウィス六日

ラットが3段階の肝切除（Hx）　（70％，

80％，　90％）と2段階の膵切除（Px）

（60％，　90％）の組み合わせによる6種

類のHPxと対照としての肝，　膵の単独切除

術を受けた．　実験動物は生死，　体重，　血糖値

を観察され，　28聖日に屠殺されて肝と膵の

組織と体循環血液を採取された．　28終日の

直接法による生存率から，　6種類のHPxは

以下の4つに分類された．　すなわち安全なH



xで52．　9％），　致死的なHPx（80％

った．　HPxを受けたラットで49の死亡例

のうち46例が術後3日のうちに発生した．

存例においては組織学的ならびに生化学的に

許容範囲であった．　結論として，　70％Hx

れる．　境界域および致死的なHPxを含めH

Px後の満足できる回復は生存例が得られれ

ば期待できそうである．　生死に関わる病態の

変化が術後早期に起こるのであろう．
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Fig．　1

Fig．　2

Fig．　3

Schema　of　the　remaining　liver　and　pancreas

afしer　operat二ions．　The　dotty　area　represent二s

t二he　remaining　region．

BOdy　weight二gains　ofHPxs　and　controls　（70拷Hx，

60老Px）．　　Va：Lue　　is　　expressed　　as　　rat二io

calculaしed　by　しhe　fol：Lowing　formula：　Body

weight二gain＝Body　weight二aしeach　t二ime／Body

weighしaft二er　operation．The　values　in　allHPxs

are　significant二ly　lower　t二hanしhat二in　700きHx　as

cont：rol　（＊：Pく0．05）．Cornpared　t二〇t二he　value　in

60～きPx　as　anoしher　　control，　t二hat二　in　　only

70宅Hx＋90宅Px　　is　　significant二ly　　lower　　（＃：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

p＜0．05）．Among　HPxs，　that二■n　70宅Hx＋90～きPx　■s

also　　significant二ly　　lower　　t二han　　thaし　　in

70宅Hx＋60宅Px　（十：　p＜0．05）．

Blood　sugar　levels　aft二er　operation．　Blood

sugar　level　in　700－oHx＋900－oPx　and　800－oHx＋900－oPx　is

significantly　higher　than　that　in　H7　as

control　（＊：p〈O．Ol，　＃：　p〈O．05）．　Those　in

70竃Hx＋90宅Px　　　　and　　　　　80～きHx＋90宅Px　　　　are
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Fig．　4

Fig．　5

significant二ly　lOwer　t二han　that　in　9　O～90　Px　as

abnormally　high　cont二rOl　（十：p〈O．O！）．

HisヒolOgical　feat二ures　of　t二he　liver　andしhe

pancreas　28　days　after　operation

（Hemat二〇xylin－Eosin　　sしain）．　a：　　liver　　of

7　0　06　Hx　＋　9　0　06　Px，　b　：　p　a　n　c　y　e　a　s　o　f　7　0　06　H　x　＋　9　0　90　Px，　c　：

liver　of　900－oHx＋600－oPx，　d：　pancreas　of

90宅Hx＋60宅Px．　Normal　sしrucしure　of　t二he　liver

and　t二he　pancreas　wiしhout二fibrOsis，　necrosis

or　atrophy　is　observed　in　all　survived　anirnals

in　every　kinds　of　HPxs　includinq一　the　above

HPxs．

Biochemical　findings　on　day　28．　a：　serum

insulin　level　in　aortic　blood．　There　is　no

significant　difference．　b；　plasma　glucagon

level　　in　　aort二ic　　bloOd．　　HPxs　　excepし

90　06　Hx＋60　0－o　Px　show　glucagon　level　reduced

significanしly　しhan　70宅Hx　（＊：　p＜0．01＞，　but二

the　level　in　some　HPxs　are　significantly

higher　t二hanしhaし　in　60老Px　（＃：p＜O．01）．c：GPT

ww””一r一一V“／．．．．， “「冊‘ケ”t” x－L㌧騨ド『・㌘



level　of　700－oHx＋90gPx　and　800－oHx＋9001oPx　is

significantly　higher　t二han　しhat二〇f：70竃Hx　or

600－oPx，　and　also　higher　among　HPxs　（十：　P〈O．Ol）．

d：t二〇t二al　bilirubin．　Al：L　values　amOng　HPxs　are

wit二hin　normal　range．

Table　1．　Result二s　are　expressed　as　percent二．　Sしd　Dev：

　　　　　　　　　standard　deviation．　Min：　minimum．　Max：

　　　　　　　　　maxlmum．

Table　2 a：　Results　are　expressed　as　number　of　cases．

＋Number　of　death　cases　by　6　hours　after

operation．　＃Technical　error　means　massive

bleeding　　over　　lg　　and　　anest二het二ic　　deaしh．

★percent二is　giverl　in　parent二heses．　b：Results

are　expressed　as　mean　±　SEM．　Each　cell

contains　blood　loss　〈g）　in　the　upper　part　and

anest：heしic　t二ime　（minut二es：　seconds）　in　しhe

lower　part二．　Result二s　are　expressed　as　mean±

SEM．　Each　ce＝Ll　cont二ains　bloOd：Loss　（9）　in　t二he

upPer　　　parし　　　and　　　anesしhet二ic　　　　t二ime

（minut二es：seconds＞　in　t⊃he　lOwer　part：．
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Table　3．　Result二s　are　expressed　as　number　of　survivors・

　　　　　　　　　Survival　rates　on　day　28　are　given　as　percent

　　　　　　　　　in　parentheses．　Survival　rate　in　700－oHx＋600一．px

　　　　　　　　　or　700－oHx＋900－oPx　is　significantly　higher　than

　　　　　　　　　しhaし　　in　　　80～きHx＋60老Px，　　80～きHx＋90～きPx　　　or

　　　　　　　　　9　0　0一．　Hx＋　6　0　0一．　Px　（＊　：　p　〈　O　．　0　5，　＃　：　p　〈　O　．　O　！）　．

Table　4． Resu1しs　expressed　as　mean±SEM　are　calculat二ed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
by　t二he　fo110wing　formula：regene：rat：二Lon　rat二■○

＝　　　［weight二　（day　　28）　一　weight二　（day　　O；

estimated）］／　resecしed　　weight．　Number　　Of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

survived　　rat二s　　on　　day　　28　　：Ls　　g：Lven　　■n

parent二heses．　a：　1」iver　regenerat二iOn　rat二iO　of

7　O　06　Hx　is　significanしly　higher　しhan　t二hose　Of

70宅Hx＋60宅Px　and　7　O　06　Hx＋90～きPx　（★：p〈0．01），and

that　of　80～きHx　is　significanしly　highe：r　than

that二〇f　　80～きHx＋90～きPx　（＃：P＜○．05）．b：There　is

no　significant二difference　between　Px　alone

and　HPxs．
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no　Hx

after　700／o　Hx

after　800／o　Hx

after　900／o　Hx

no　Px

after　600／o　Px

after　900／o　Px
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Table　1．　Actual　resection　rate　of　hepatectomies　and

　　　　　　　pancreatectomies
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Table　2a，　Percentage　of　complete　operation
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Table　3．　Survivors　in　the　postoperative　course　until　day　28
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